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各部の名称

パソコンに接続

設定ソフトウェアについて
設定のためのソフトウェアはビット・トレード・ワン公式サイトからダウンロードしてください。

http://bit-trade-one.co.jp/support/download/#BTIC2

USB typeAコネクタ

本機が正しく認識
されている場合に点灯

パワーLED

本機の動作を確認する際に使用
テスト用スイッチ 1,2

外部スイッチを接続
3.5mmミニジャック 1

外部スイッチを接続
3.5mmミニジャック 1

設定の流れ
本製品使用にあたっての流れを解説します。

マクロ作成
キーの組み合わせや単体の動作
をマクロとして記録します。

入力パターン設定
パターン入力を設定する場合に
保存したマクロを長短のボタンの組み
合わせで出力されるよう設定します。
＊単体で使用する場合にはパターン設定は必
要ありません ボタン設定に進んでください。

ボタン設定
変わる君に付属の２つのボタンに
保存したマクロを割当てます。
２つのボタンに対し
単体での動作かパターンでの動作を
割り当てることができます。

変わる君へ
保存

変わる君へ
保存

変わる君へ
保存

さあ！使用してみましょう！

変わる君
インターフェース変換装置
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マクロ設定画面
本画面ではキーボードやマウス、ゲームパッドなどの動作を記録、編集しマクロとして保存します。
ゲームパッド/マウス／キーボードなどの各入力を組み合わせ複雑な動作も一つのマクロとして記録可能です。
もちろんキーボードのキーひとつなど単一の機能も可能です。

保存したマクロは変わる君本体に保存することでいつでも呼び出すことができます。
またお使いのパソコンのローカルHDD上にマクロを保存することも可能です。

マクロ保存エリア本体の設定の保存や
工場出荷状態に
戻す事ができます。

マクロ設定タブを
開いてください。

実際の使用例
それではボタン１にキーボードから“A”を押すマクロ動作を作成してみましょう。
変わる君Configration toolのマクロ設定タブを開いてください。

マクロ設定タブを開きます。

”記録開始”を
押してください。

[マクロ作成エリア]

マクロ作成エリア
マクロの流れを編集したり
記憶したりします
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実際の使用例 (続き)

動作記録の”記録開始” 　　　　　を押してください。押した後はボタンが”記録停止”　　　　　 に切り替わります。

以降は”記録停止” 　　　　　をクリックするまでキーボード、マウスなどの動作が記録されます。

“記録停止”をクリックする
と記録を停止します。

キーボード”A”を押す動作
が記録されています。

キーボードから”A”を押して離します。終わったら”記録停止” 　　　　　を押して記録をストップさせましょう。
次のこのマクロの動作について設定します。

枠で囲んだ部分をダブルクリックすると、マクロの動作を変更することが出来ます。
動作は以下の三種となります。

「押している間実行」モードを使用する場合は、
   最新のファームウェア(v1.2.0以上)および 設定ツール(v1.2以上)を使用してください。

次のこのマクロに名前をつけて”変わる君”内部に保存します。

・１回だけ実行 (ノーマルモード)
・繰り返し実行 (ループモード)
・押している間実行 (ファイヤーモード)

「スクリプトのモード設定」

作成したマクロに
名前をつけます。

本体へ保存します。

保存されたマクロ

作成したマクロに“キーボードAを押す”と名前をつけ、“変わる君へ書き込み”ボタンを押して本体に保存しましょう。
保存されたら次にボタン設定を行ないます。

マクロ設定タブを
開いてください。
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ボタン設定１（ボタン入力の場合）
ボタン設定タブで設定したマクロを出力されるよう設定しましょう。
今回はボタン１が押された際にさきほど設定した“キーボードAを押す”動作が出力されるよう設定します。

ボタン設定タブを開いてください。

ボタン入力を
選択します。

以上でボタン１もしくはボタン１のミニジャックに接続されたスイッチを入力すると
“キーボードのAが出力”されるマクロを送出することができます。

1

最後に設定ボタンを押して
”変わる君”本体へ保存します。3

プルダウンメニューから先ほど保存した
“キーボードAを押す”を選択します。2

ボタン設定２（パターン入力の場合）
スイッチの長短による組み合わせによるパターン入力を行う場合には
事前に“入力パターン設定”タブでパターンを作成しておく必要があります。

入力パターン設定タブを開いてください。

組み合わせパターン
を作成します。

パターンはそれぞれ枠をクリックすることで短、長、無に切り替わります。
最後に設定ボタン　　　　　　　を押して”変わる君”本体へ保存します。

次に”ボタン設定タブ”に移り”ボタン入力”から”パターン入力”にラジオボタンを変更します。

1
パターン名称を
設定します。2 プルダウンメニューから作成した保存

したマクロを設定しましょう。3

短 短短 長長 無
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パターン入力を
選択します。1

パターン入力をテス
トしてみましょう。2 設定を保存します。3
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パターン入力時の時間設定について
ユーザーの状態によってはボタンを押すまでの時間が早くなる場合も長くかかる場合もあります。
その際にはボタンの入力時間を変更することができます。

変更方法は２つの方法があります。

１）実際のボタン入力を計測
２）時間を手入力する（ms単位）

Q&A
Q:何回も繰り返すマクロを作成したい。
A:マクロ設定タブでのマクロ作成時に最上段の“１回だけ実行”をダブルクリックして“繰り返し実行”や、“押している間実行”に変更してください。

設定が終了したら最後に設定ボタン を押して”変わる君”本体へ保存します。

チェックをいれるとダイヤログに
時間を入力することができます。

この部分をダブルクリックすると、
“繰り返し実行””押している間実行”に
変更できます。

“繰り返し実行”に
変更されました。

Q:マクロ編集の使い方を知りたい
A:下記枠線内のボタンを編集画面にドラッグ＆ドロップすることによって機能を追加できます。
　機能追加後は以下のダイヤログが出現し、

削除する場合には行をドラッグしてゴミ箱 にドロップしてください。

http://bit-trade-one.co.jp (Email＞ info@bit-trade-one.co.jp)

削除はゴミ箱にドラッグ＆ドロップします

行内にドラッグ＆ドロップします

マウスクリック後、
ボタン入力時間を計測します。

詳しい製品に関しての情報とお問い合せはこちら[ 開発製造元 ]株式会社ビット・トレード・ワン
神奈川県相模原市中央区相模原８丁目１０-１８フレンドビル3F

キーボードのキーを押してください

　それぞれの秒数、キーなどの指定が可能です。
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